
◯ 本日はご多用のところ、お集まりいただき、

誠にありがとうございます。

◯ それでは、決算についてご説明させていただきます。
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◯ 概要はご覧の４点です。

◯ １点目は売上です。

車載・産業向けやソリューション事業が伸長し、

為替影響もあり、増収を確保いたしました。

◯ ２点目は営業利益です。

国内住宅市況の回復遅れなどにより全体では減益でしたが、

産業向けやソリューション事業は増益となりました。

◯ ３点目は純利益です。

営業外費用の削減等により、純利益は増益となりました。

◯ ４点目は大規模６事業部についてです。

住宅関連は市況の悪化で少し出遅れておりますが、

その他の事業は想定どおりであり、

全体としては順調なスタートを切れたと考えております。
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◯ 売上高は前年比１００％、

為替影響を除いた実質ベースでは９５％となりました。

◯ 営業利益は減益となりましたが、

税引前利益、当社株主に帰属する当期純利益は、

それぞれ増益となりました。
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◯ 次に、地域別の売上高増減です。

円ベースでは、日本と欧州が減収、米州、アジアが増収となりました。

中国は微増にとどまりました。

◯ 日本では、家電の販売は前年を上回りましたが、

住宅事業が振るわず、減収となりました。

◯ 米州では車載事業やBtoBソリューション事業が貢献し、

増収となっています。

◯ 欧州では、液晶テレビが減収となりましたが、

車載電池などは好調でした。

◯ アジアではICT向けのデバイス関連が減少いたしましたが、

エアコンをはじめ、アプライアンス商品は好調で増収でした。
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◯ 一方現地通貨ベースで見ますと、全地域で減収となっています。

◯ なお、米州や欧州は液晶テレビを除くと実質増収でした。

◯ 中国では、ＩＣＴ向けのデバイス関連が減少したことに加え、

エアコンも減少しています。

◯ 全体としては、為替の影響が大きく、増収となりました。
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◯ 続いて、営業利益の主な増減要因をご説明します。

◯ 実質売上減や固定費増加の影響を、

価格低下を上回る材料合理化、構造改革効果などで

カバーできず、前年から５７億円の減益となりました。

Copyright (C) 2015 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 6



◯ 次に、営業外損益等です。

◯ 営業外損益はマイナス３９億円、

その内、事業構造改革費用は、表の下の方、

４８億円を計上しています。

◯ 税引前利益は７２７億円、

当社株主に帰属する当期純利益は５９５億円となりました。

◯ 前年との比較では、税引前利益は、

金融収支の良化に加え、

前年は家庭用ヒートポンプ給湯機の対策費用を

計上していたため、大幅に改善しております。

◯ なお、法人税等には、連結納税導入を決議したことによる

繰延税金資産の評価替え影響として、１７０億円の益が

含まれております。
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◯ 続いて、セグメント別の実績ですが、

アプライアンスとエコソリューションズは減収減益、

ＡＶＣネットワークスと

オートモーティブ＆インダストリアルシステムズは

増収増益となりました。

◯ それでは、セグメントごとに説明いたします。
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◯ 最初にアプライアンス、製販連結ベースの実績です。

◯ 売上は、前年比９８％、テレビ事業での販売絞り込みなどの影響が

大きく減収となりましたが、ランドリー・クリーナー事業や

コールドチェーン事業は、国内を中心に堅調に推移いたしました。

◯ 営業利益は、減益となりました。

減販影響に加え、円安のほか、ブラジルレアル安等による

為替悪化の影響を大きく受けております。
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◯ 次に、個別事業についてご説明します。

◯ まず、エアコン事業ですが、

売上は、アジア・中近東・台湾等の地域で、家庭用エアコンが
好調に推移し、中国の住宅市況悪化による業界実需低迷の
影響をカバーし、増収となりました。

◯ 営業利益は、円安による為替のマイナス影響を合理化、固定費削減
でカバーし、増益となっております。

◯ 次に、テレビ事業ですが、売上は、北米・中国市場での販売

絞り込みや、欧州市場の前年のワールドカップ特需の反動などによ
り減収となりました。しかし、注力地域である欧州・日本に
おいては、想定通りの販売を確保しております。

◯ 営業利益は、減販損に加え、欧州や中南米の為替悪化の影響
などにより減益となりましたが、構造改革や固定費削減効果は
着実に出ており、想定どおりの進捗となっております。
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◯ 続いてエコソリューションズです。

◯ 売上は、前年比９６％で、減収となりました。

◯ 前年に、大雪により納入できなかった受注残や消費税増税前の駆込

み需要の受注残などがあり、また、今年度は国内住宅市場の回復遅

れやソーラーの市況悪化の影響などで、ハウジングシステム事業や

エナジーシステム事業が減収となりました。

◯ 営業利益は、材料合理化等の効果はありましたが、減販影響に加え、

価格下落や為替の影響で、減益となりました。
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◯ 次に、個別事業、ライティング事業とハウジングシステム事業に

ついてご説明します。

◯ まず、ライティング事業です。

既存光源の需要減少の影響を、施設・店舗・屋外などの

非住宅用照明でカバーし、増収となりました。

また、営業利益も黒字転換しております。

◯ 次に、ハウジング事業ですが、売上は減収となり、

営業利益も減販影響が大きく、減益となりました。

◯ 国内の新設住宅着工はすでに改善し始めており、

リフォームを含めた住宅市場全体は、

第２四半期以降の回復を見込んでおります。

◯ 新商品の早期立ち上げに向けた販売リソースの投入などにより、

売上の拡大に繋げてまいります。
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◯ 次に、ＡＶＣネットワークスです。

◯ 売上は、前年比１０５％、増収となりました。

◯ 北米で好調のバーティカルソリューション事業や、日本で好調な

セキュリティシステム事業を含む映像・イメージング事業等が

牽引しました。

◯ 加えて、施工・保守・サービス等のソリューション販売が

日本を中心に伸長いたしました。

◯ 営業利益は、バーティカルソリューション事業を中心とした増販に

伴う収益改善により、第１四半期から黒字化しました。

◯ 過去２年間の構造改革、事業再編による経営体質強化や

ソリューション事業体制の構築、顧客接点拡大の取り組みが

実を結んでまいりました。
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◯ 続いて、オートモーティブ＆インダストリアルシステムズです。

◯ 売上は、前年比１０２％、増収となりました。

車載カメラなどの車載エレクトロニクスや液晶パネル、

ＦＡ事業の販売増に加え、為替効果などにより増収となりました。

◯ 営業利益は、車載事業を中心に研究開発費が増えたものの、

材料合理化や固定費削減、為替効果などにより増益となりました。
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◯ 次に、個別事業についてご説明します。

◯ まず、インフォテインメントシステム事業です。
売上は前年比１０３％、増収となりました。

国内ディーラー向け・市販は低迷したものの、北米を中心とする海外
向けの増販や為替効果もあり増収となりました。

◯ 営業利益は、将来の事業拡大に向けた研究開発費の増加など
により減益となりました。

◯ 第２四半期以降は、販売では堅調な北米向けを中心に拡販を
図り、収益面ではオープンソフトの活用や、インド・中国での
オフショア開発の活用による開発費の抑制で、収益改善に
繋げてまいります。

◯ 次に、二次電池事業です。
売上は、スマートフォンやノートパソコンなどＩＣＴ向けの減少が
大きく、前年比９７％、減収となりましたが、注力している
車載向けは拡大しております。

◯ 営業利益は、車載・産業向けへの増販効果や合理化等により、増益
となりました。

◯ 今後も、車載や蓄電システム用途を中心とした増販に加え、
徹底した材料合理化等に取り組んでまいります。
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◯ 最後に、各セグメントで説明した

６事業部を一覧にしますと、ご覧の通りとなります。

◯ 住宅関連は少し出遅れていますが、その他の事業部は

想定どおりの進捗となっております。

◯ 回復が遅れていた住宅市況も、第２四半期以降、

着実な改善が見込まれており、全体として

順調なスタートを切ったと考えております。

◯ 第２四半期以降も、この６事業部を中心に、

売上成長に向けた取り組みを推進し、

年間見通しの達成に繋げてまいります。
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◯ ご説明は以上になります。

◯ 今後も、当社へのより一層のご理解と、

ご支援をお願いいたします。
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